
聞
き
手
「
け
や
き
の
風
」
編
集
部

＝

編
と
略
。

編

今
年
十
一
月
に
我
孫
子
市

議
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
五
期

目
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

決
意
の
程
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

岩
井

自
然
エ
ネ
ル
ー
の
普
及
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
期
の
時

か
ら
、
脱
炭
素
化
の
た
め
に
は
、

自
然
エ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が
必
要

だ
と
考
え
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
当
時
、
我
孫
子
市
が
使
用
す

る
電
気
料
は
約
九
億
円
で
し
た
。

こ
れ
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転

換
し
、
自
家
消
費
す
れ
ば
、
そ
の

電
気
代
の
節
約
分
を
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
活
用
で
き
る
か
ら
で
す
。

我
孫
子
市
に
は
太
陽
光
発
電
が

一
番
適
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

小
中
学
校
な
ど
公
的
施
設
（当

時
五
四
施
設
）を
調
査
し
屋
上
な

ど
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、

発
電
し
ま
す
。

編

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
想
は
、

東
日
本
大
震
災
の
東
電
福
島
原

発
事
故
を
き
っ
か
け
に
し
た
も
の

で
す
か
。

岩
井

い
い
え
。
先
ほ
ど
も
言
っ
た

と
お
り
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
の

た
め
で
す
。

市
営
の
建
物
だ
け
で
な
く
、
住

宅
地
に
あ
る
調
整
池
や
農
地
で

作
物
を
作
り
、
太
陽
光
発
電
も

行
な
う
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を

有
効
活
用
し
適
切
な
作
物
を
選

ん
で
行
な
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

全
国
的
に
見
て
も
こ
の
取
り
組
み

は
注
目
さ
れ
、
広
が
っ
て
い
ま
す
。

市
は
一
時
期
乗
り
気
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
国
、
県
の
補
助
金
が
付

か
な
い
と
取
り
組
ま
な
い
と
い
う

態
度
で
す
。
こ
れ
を
変
え
る
に
は

市
民
的
な
運
動
が
不
可
欠
で
す
。

編

農
業
分
野
で
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
な
ど
、
食
料
自
給
率
を

向
上
さ
せ
る
う
え
で
も
大
切
で
す

ね
。

岩
井

防
災
ラ
ジ
オ
の
取
り
組
み

も
市
民
の
命
を
守
る
う
え
で
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
の
六
月
三
日
の
大
雨
時
、

防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
高
齢
者
避
難
対
象
は

一
三
八
世
帯
、
人
数
三
一
五
人

で
避
難
発
令
が
二
三
時
、
翌
一

時
に
避
難
指
示
が
出
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
避
難
者
は
二
世

帯
五
人
の
み
で
し
た
。
無
線
が
聞

こ
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、

避
難
場
所
も
水
害
と
土
砂
崩
れ

で
は
、
避
難
場
所
が
違
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
も
不
断
か
ら
徹
底
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
一
時
避
難
は
自

主
防
災
で
、
行
政
は
対
応
し
て
い

ま
せ
ん
。
二
次
避
難
で
行
政
が
対

応
す
る
と
い
う
点
も
改
善
が
必

要
で
す
。
こ
の
間
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
四
回
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
我
孫

子
市
独
自
の
努
力
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

編

あ
び
バ
ス

に
つ
い
て
は
ど

う
で
す
か
。

岩
井

あ
び
バ

ス
は
も
と
も
と

高
齢
者
お
で

か
け
支
援
バ
ス

と
し
て
始
ま
り

ま
し
た
。
あ
び

バ
ス
の
問
題
は

「
ま
ち
づ
く
り
」

と
密
接
に
関

連
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
安

心
し
て
生
活

で
き
る
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
引

き
続
き
頑
張

り
ま
す
。

編

お
忙
し
い

と
こ
ろ
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（O

・Ｔ
）
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け
や
き
の
風

戦
後
78
回
目
の
八
月
十

五
日
を
迎
え
ま
し
た
。

日
本
が
先
制
攻
撃
で
対

米
戦
争
に
突
入
し
た
時
、
、

メ
デ
ア
も
名
だ
た
る
文
化
人

も
知
識
人
も
、
も
ろ
手
を
挙

げ
て
「
快
挙
」
を
祝
福
し
た

（
半
藤
一
利
著
「
昭
和
史
」
）

が
結
果
は
無
条
件
降
伏
と
な

る
大
敗
北
で
し
た
▼
こ
の
戦

争
は
初
め
か
ら
勝
ち
目
の
な

い
戦
争
で
し
た
が
大
部
分
の

国
民
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ヒ
ト
ラ
ー
は
じ
め
戦
争
を
始

め
る
側
は
そ
の
結
果
を
国
民

に
は
知
ら
せ
な
い
で
始
め
る
。

ま
た
戦
争
の
名
目
も
、
ヒ
ト

ラ
ー
は
「
国
防
」
の
名
で
、

日
本
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
を

創
る
」
と
の
名
で
始
め
ま
し

た
▼
台
湾
有
事
で
の
米
中
戦

争
に
日
本
が
参
加
す
る
の
を

当
然
の
ご
と
く
メ
デ
ア
は
報

じ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
結
果

が
ど
う
な
る
か
検
証
し
た
メ

デ
ア
は
皆
無
で
す
。
ま
っ
た

く
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
▼
食

料
自
給
率
37
％
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
11
％
の
日
本
は
平
和

で
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な

い
国
に
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
ロ
・
ウ
戦
争
の
影

響
で
食
料
品
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
原
料
が
高
騰
し
て
い
ま
す

が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
１
、
２
、
３
位

の
国
の
戦
争
に
な
れ
ば
世
界

経
済
は
危
機
的
な
状
況
に
な

る
こ
と
は
必
至
で
す
▼
こ
の

８
月
は
「
日
本
は
再
び
戦
争

を
し
な
い
」
と
い
う
憲
法
九

条
の
大
事
さ
を
あ
ら
た
め
て

確
認
す
る
月
に
し
た
い
も
の

で
す
。
（
編
：
Ｓ
Ａ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

五
期
目
を
め
ざ
す
岩
井
こ
う
議
員
に
聞
く

岩
井
こ
う
予
定
候
補

五
期
目
へ
の
決
意

高
齢
者
お
で
か
け
支

援
の
あ
び
バ
ス
拡
充

へ
が
ん
ば
り
ま
す

「
３
大
銀
行
さ
ん
脱
化
石

宣
言
を
!
」
。
ー
金
融
機
関

が
石
油
、
石
炭
な
ど
の
化
石

燃

料

産

業

か
ら
脱

却

し
、

気
候
危
機
対
策
に
本
腰
を

入

れ
る
よ
う
に
求

め
て
行

動
す
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の「
ス
リ
ー

フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
・
ド
ッ
ト
・
オ
ル

グ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
に
参
加
す
る

若
者
の
思
い
は
ー
。

「
３
５
０
.
ｏ
ｒ
ｇ
」
は
、
気
候

危
機
打
開
へ
、
新
た
に
化
石

燃
料
を
採
掘
し
な
い
こ
と
や

金
融
機
関
が
化
石
燃
料
関

連
事
業
か
ら
資
金
を
撤
退

さ
せ
る
こ
と
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を
行
動
の

柱
に
し
て
世
界
約
１
８
０
カ

国

で
草

の
根

の
運

動

を
展

開
し
て
い
ま
す
。

３
５
０
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
メ
ン
バ
ー
の

飯
塚
理
沙
さ
ん
は「
日
本
の

３
メ
ガ
バ
ン
ク
（
み
ず
ほ
、
三

菱

Ｕ
Ｆ
Ｇ
、
三

井

住

友

）
が

気
候

変
動
の
最
大
の
原
因

で
あ
る
化
石
燃
料
に
多
額

の
投
融
資
を
続
け
る
こ
と
に

私

た
ち
は
強

く
反

対

し
ま

す
」
と
語
り
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
調

べ
で
は
、
日
本
の
３
メ
ガ
バ
ン

ク
は
、
石
炭
産
業
へ
の
融
資

額
が
世
界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。

「
巨
額
の
お
金
を
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
移

行

に
活

用

し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
将

来

世

代

ま
で
安

心

・
安

全

に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な

社
会
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
訴
え
ま
す
。

赤
旗
日
曜
版
7

月
23

日

よ
り
抜
粋

（
Ｈ
・
Ｈ
）

食
料
自
給
率
を
向
上

さ
せ
る
う
え
で
も

市
民
の
命
を
守
る

防
災
ラ
ジ
オ

対
象
１
３
８
世
帯
３

１
５
人
が
、
避
難
者

は
僅
か
２
世
帯
５
人
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電
気
代
の
節
約
分

を
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
活
用

今
ま
さ
に
気
候
危

機
だ
と
自
覚
し
て

メ
ガ
バ
ン
ク
の
化
石
燃
料
産
業

へ
の
多
額
融
資
に
抗
議

公
的
施
設
の
屋
上

な
ど
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
設
置

農
地
で
作
物
を
作
り
太

陽
光
発
電
も
行
な
う
ソ
ー

ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ



日
本
維
新
の
会
馬
場
代
表
が

７
月
23
日
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

番
組
で
立
憲
民
主
党
と
日
本
共

産
党
に
対
し
暴
言
を
吐
き
ま
し

た
。
特
に
「
共
産
党
は
日
本
か

ら
な
く
な
っ
た
ら
い
い
政
党
」

の
発
言
は
直
後
に
問
題
と
な
り
、

日
本
共
産
党
小
池
書
記
局
長
は

直
ち
に
抗
議
と
発
言
の
撤
回
を

求
め
る
記
者
会
見
を
行
い
ま
し

た
。日

本
維
新
の
会
は
「
第
二
自

民
党
」
を
公
言
し
、
大
阪
を
中

心
に
学
校
、
病
院
、
自
治
体
職

員
を
減
ら
し
住
民
生
活
を
苦
し

め
る
の
を
「
改
革
」
と
偽
る
政

党
で
す
。

そ
ん
な
政
党
代
表

が
戦
前
戦
後
１
０
１

年
間
国
民
の
い
の
ち

と
暮
ら
し
を
前
進
さ

せ
る
運
動
に
取
組
む

日
本
共
産
党
を
否
定

す
る
暴
言
は
許
せ
ま

せ
ん
し
、
民
主
主
義

を
根
底
か
ら
覆
す
発

言
で
す
。

こ
の
暴
言
を
来
る

べ
き
解
散
総
選
挙
で

日
本
共
産
党
の
躍
進

を
勝
ち
取
る
バ
ネ
に

す
る
の
が
問
題
発
言

へ
の
答
え
で
も
あ
り

ま
す
。

（
Ｏ
・
Ｉ
）

第２２３号 けやきの風 ２０２３年８月

も
う
一
度
目
に
留
め
た
し

一
万
尺
の
嶺
よ
り
仰
ぐ
群
青
深
き
宇
宙

あ

お

そ

ら

七
丁
目

山
野

美
津

泣
き
な
が
ら
玉
音
放
送
聴
き
し
は
大
人
た
ち

子
ら
遊
ぶ
久
慈
の
清
流

五
丁
目

鈴
木

明

炎
昼
や
陰
無
く
歩
く
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

三
丁
目

松
永
美
穂
子

迎
え
火
を
焚
く
は
一
人
や
送
り
火
も

四
丁
目

松
風

彦
左

空
襲
の
弥
生
の
柱
炎
吐
く

四
丁
目

松
風

彦
左

ほ
の
お

成
田
線
湖
北
駅
南
口
か
ら

線
路
沿
い
に
東
我
孫
子
方
面

へ
徒
歩
約
２
０
分
、
四
季
の

道
が
成
田
線
を
く
ぐ
る
と
こ

ろ
を
右
に
直
進
す
る
と
道
が

森
に
突
き
当
た
り
左
に
曲
が

り
ま
す
。
す
る
と
田
圃
が
み

え
ま
す
。
こ
こ
に
谷
津
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
入
口
の
看
板
が
立
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
山
里

の
風
景
が
始
ま
り
ま
す
。
夏

場
は
左
側
に
田
圃
の
稲
が
生

育
し
て
い
ま
す
。
ま
も
な
く
、

左
に
は
湿
地
が
広
が
り
、
茅

な
ど
の
背
の
高
い
植
物
が
生

え
て
い
る
の
が
見
え
ま
す
。

や
が
て
、
又
田
圃
が
見
え
、

右
手
に
は
林
の
手
前
に
小
さ

な
池
が
続
き
ま
す
。
こ
こ
か

ら
は
右
手
に
は
池
な
ど
が
散

在
し
て
き
ま
す
。
ア
カ
ガ
エ

ル
が
生
息
し
、
ト
ン
ボ
な
ど

も
見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
進

む
と
ポ
ン
プ
小
屋
が
あ
り
、

小
山
に
上
る
小
道
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
か
ら
上
っ
て
林
の

中
を
歩
く
の
も
、
心
地
よ
い

も
の
で
す
。
戻
っ
て
、
ポ
ン

プ
小
屋
か
ら
さ
ら
に
奥
へ
進

む
と
、
鬱
蒼
と
し
た
林
の
下

に
天
然
記
念
物
「
ヒ
カ
リ
モ
」

発
生
の
看
板
が
あ
り
ま
す
。

千
葉
県
に
こ
こ
と
も
う
一
カ

所
と
い
う
貴
重
な
ヒ
カ
リ
モ

発
生
地
（
写
真
）
で
す
。
さ

ら
に
奥
へ
と
進
む
と
湿
地
の

上
を
覆
い
被
さ
る
よ
う
な
大

き
な
木
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

は
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が
よ
く
観

察
で
き
る
場
所
で
も
あ
り
ま

す
（
七
月
、
八
月
夜
間
）
。

さ
ら
に
進
む
と
国
道
３
５
６

号
か
ら
谷
津
へ
降
り
る
道
と

出
会
い
ま
す
。
左
に
谷
津
を

渡
る
と
、
我
孫
子
ゴ
ル
フ
場

の
フ
ェ
ン
ス
に
突
き
当
た
り

ま
す
。
フ
ェ
ン
ス
に
沿
う
道

を
右
に
進
む
と
、
桜
の
咲
く

頃
に
は
花
見
が
で
き
ま
す
。

桜
の
木
の
下
を
く
ぐ
り
抜
け

る
と
、
東
我
孫
子
の
住
宅
地
、

ゴ
ル
フ
場
の
事
務
所
棟
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
「
手
賀
沼
沿

い
で
最
も
谷
津
の
地
形
と
自

然
環
境
が
残
さ
れ
て
い
る
」

（
谷
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
は
、

よ
り
）
と
こ
ろ
と
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
身
近
な
自
然
に
触
れ

て
み
ま
し
ょ
う
。
（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

岡
発
戸
・
都
部
谷
津
（
谷
津

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
を
訪
ね
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

政
党
代
表
の
問
題
発
言

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

岸
田
内
閣
支
持
率
下

落
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
毎
日
」
調
査
（
７

月
22‐

23
日
実
施
）
で

は
、
内
閣
支
持
率
28
％

で
岸
田
内
閣
と
し
て
最

も
低
か
っ
た
昨
年
12
月

の
25
％
に
迫
り
ま
し
た
。

不
支
持
率
は
65
％
で
、

広
島
で
の
主
要
７
カ
国

首
脳
会
議
（
Ｇ
セ
ブ
ン

サ
ミ
ッ
ト
）
開
催
中
の

５
月
調
査
よ
り
一
気
に

19
㌽
も
上
昇
し
ま
し
た
。

「
読
売
」
調
査
（
７

月
21
～
23
日
）
で
も
、

内
閣
支
持
率
は
発
足
以

降
最
低
の
35
％
に
。
不

支
持
率
は
52
％
で
、
昨

年
12
月
に
並
び
最
高
と

な
り
、
岸
田
政
権
へ
の

不
信
が
国
民
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
問
題
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
「
読
売
」
調
査

で
、
岸
田
首
相
が
指
導

力
を
発
揮
し
て
い
る
と

「
思
わ
な
い
」
は
80
％

に
上
り
ま
し
た
。
政
府

が
今
秋
ま
で
に
完
了
さ

せ
る
総
点
検
で
解
決
す

る
と
思
う
か
ど
う
か

「
思
わ
な
い
」
が
78
％

と
な
り
ま
し
た
。

「
読
売
」
（
24
付
）

は
、
内
閣
支
持
率
下
落

は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
巡
る
問
題
が
収
束

し
て
い
な
い
こ
と
な
ど

が
要
因
」
と
分
析
。

「
毎
日
」
（
同
）
も

「
マ
イ
ナ
問
題
響
く
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。

（
Ｈ
・
Ｈ
）

岸
田
内
閣
支
持
率
28
％

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９３０円
※ こ ち ら か ら 申 し 込 め ま す
日本共産党本部QRコード→

国
民
平
和
大
行
進

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
対
応

８
割
が
評
価
せ
ず

「
第

２
自

民

党

」
を

公

言

す

る

維

新

の
会

7月22日、午前中、我孫子コー
スの国民平和大行進が行われ、参
加者約50名は市役所から手賀沼公
園まで元気に行進して「核兵器を
なくそう」と市民にアピールしま
した。

出発式では、平和行進実行委員

長の船橋まさるさんに続いて挨拶
に立った青木副市長は「今年も市
内6中学から12名を長崎に派遣し、
平和祈念式典や青少年平和交流会
などに参加してもらうことで平和
への想いを次世代に引き継ぎたい」
と述べました。 （Ｈ・Ｈ）


